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２０２１年２月期第３四半期

連結決算概要
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２０２１年２月期第３四半期の連結業績
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■特別利益 店舗家賃免除益９億５６百万円 雇用調整助成金５億１０百万円。

■特別損失 店舗休止損失４２億７７百万円 感染症対策費１億２１百万円。

■法人税等調整額（益） ２１億９７百万円を計上。



四半期会計期間別の業績推移
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■第３四半期は売上高の前年同期比増減率は△１７．２％に縮小。

営業利益の前年同期比増減額も前四半期と比較しマイナス額が減少。



セグメント情報（連結累計期間）
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セグメントの売上高前年同期比の四半期推移
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■第３四半期売上高の前年同期比は中国事業が１０３．０％。

国内事業は前年同期比 ８６．７％まで回復。

（％）



トピックス
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新型コロナウイルス関連の特別損失・特別利益内訳
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連結貸借対照表(２０２０年１１月末日現在)
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■流動負債 短期借入金１５,３９２百万円 前期末から９,９８９百万円増。

■固定負債 長期借入金の５４１百万円の減及びリース債務（使用権資産）１,０８０百万円減。



店舗数の状況（２０２０年１１月末日現在)
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■当第３四半期連結累計期間は新規出店８店舗、閉店２８店舗。

■２０２０年１１月末日現在の店舗数は８６０店舗。（ＦＣ等１０店舗含む)



２０２１年２月期第３四半期

営業概況

11



光触媒方式による
除菌機の導入

【国内事業】 店舗の防疫対策
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■１０月にアクリル板設置による飛沫感染対策を全店完了。

■場所と回数を決めた遊戯機械、遊具の消毒・清掃を実施。

■安全な売場づくりを目指し、新たな感染対策設備を導入。

アクリル板による
飛沫感染対策

消毒・清掃の徹底による
接触感染対策

メダル洗浄機による
定期的な洗浄



【国内事業】 部門別売上高の既存店前年比推移
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（％）

■プライズは１０月以降、既存店前年比を上回る好調な推移。

■11月中旬から新型コロナウイルス感染者増により鈍化。

＜部門別既存店前年比の推移（曜日調整後）＞



【国内事業】 プライズ部門が全体の売上回復に貢献
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■プライズの既存店前年比（曜日調整後）は第３四半期１０３．５％。

１０月度 １１０．５％ １１月度 １０９．５％と全体を牽引。

■「鬼滅の刃」の展開強化、モーリーファンタジー限定で人気キャラ

クターやお菓子メーカーとのタイアップを積極的に実施。



【国内事業】 オンラインクレーンの拡大

15

■「鬼滅の刃」や人気Ｖｔｕｂｅｒとのコラボなどエクスクルーシブな

景品を積極的に展開。

■第３四半期の前年同期比は１５７．１％。

アプリのユーザー評価ポイントは２．４から３．４にアップ。

©2017-2020 Ichikara Inc.©2017-2020 cover corp.



【国内事業】 新規出店

■第３四半期はモーリーファンタジーを２店舗出店。

１１月１８日イオン原店 １１月２１日イオンタウンふじみ野店

■ガチャ専門コーナー「TOYS SPOT PALO」は第３四半期に

１１ヶ所展開。１１月末時点で４４ヶ所。
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イオンタウンふじみ野店 TOYS SPOT PALO 浦和美園



【国内事業】 社会貢献活動
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■会員限定「１０円でメダル１００枚」イベントを実施。

売上金２,１５５千円を「子供の未来応援基金」に寄付。

■「ララちゃんのハートフル・ツアー」 全国１００の児童養護施設に

子どもたちがクリスマスを楽しめるＤＶＤを寄贈。



海外の業績
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【中国事業】 既存店前年比推移
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（％）
中国事業 既存店前年比推移

■中国事業は順調に売上が回復。特に国慶節を含む１０月度

の既存店前年比は１１０．０％と好調。

■第３四半期会計期間の既存店前年比は１０２．１％。



【中国事業】 積極的なセールス企画を展開
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■９月度は「新学期＆大運動会」、１０月度は「中秋＋国慶節」

「ハロウィン」をテーマに、トークンのセット販売を実施。

■中国最大のＥＣセール「ダブル１１」で上記のトークンセットを

オンライン販売 １２１百万円の実績。（前年比２１８％）



【中国事業】 ＳＣ空床区画への積極展開
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■第３四半期はＳＣ内空床等に１２区画展開。合計７１区画。

■第３四半期会計期間計で３７百万円の収益。



【アセアン事業】 各国の売上推移
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■ベトナムは１１月度の既存店前年比が１０６．４％。

■タイは１１月度の既存店前年比が８７．５％。

＜アセアン事業 既存店前年比推移＞

（％）

※フィリピンは営業停止中



【アセアン事業】 タイの社会貢献活動
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■１０月２７日 キッズーナ ザ・モールバンケー店にて児童養護

施設の招待会を開催。

■トップバリュ タイランドをはじめ７社が協賛。



２０２１年２月期第４四半期

の取り組み
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【国内事業】 新規出店
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■１２月４日モーリーファンタジー上尾店グランドオープン。

■時間制遊具施設 「そびなび」を初導入。

「そびなび」

子どもたちが遊びながら新し
い気づきや発見を得ることが
できるエデュテイメント施設。



【国内事業】 オンライン事業への取組み
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■新たにオンラインスクール事業を開始。

■「ゲームカレッジLv９９」の無料体験スタート。約700名応募。

（学習のねらい） 勝つための戦略を自ら考え、実行する

論理的思考が身につく。先生、友達との協力や会話を

通じてチームプレイやコミュニケーション能力が高まる。

e-sports 経験豊かな講師陣と

京大生によるティーチングアシスタントの

ペア体制でサポート。



【国内事業】 エデュテイメントの取組み
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■トイレでさえ、「あそび×まなび」＝エデュテイメントの場に。

“トイレ専用カレンダー” 「だれのうんち？」を発行。

■全国カレンダー展で銀賞受賞。

うんちを通して、世界の動物たちの生態に好奇心を抱き、生物の知識が深まる。



【国内事業】 ＤＸの取り組み
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■店舗のＩＴ化を急加速で推進。店舗ポータル、新ハンディターミ

ナルの導入により業務効率化が進む。

■店舗後方作業が１２．７ポイント削減。来年度より効果が反映。

・店舗ポータルの導入

本部・店舗間の情報の回答もパネル

操作でスムーズで迅速に

・新ハンディターミナル導入

従来のパソコンや手集計をＨＴに集約

・事務所ドアの顔認証システムも導入完了



２０２１年２月期

連結業績予想
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２０２１年２月期の連結業績予想
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■前回（２０２０年８月２５日）の開示から修正はございません。



業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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単体資料
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参考資料



２０２１年２月期第３四半期の業績（単体）
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参考資料



会計上の売上高詳細（単体）
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参考資料
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既存店前年比の月次推移（単体） 参考資料



部門別売上動向（単体）
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参考資料



四半期毎の業績推移（単体）
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参考資料



貸借対照表（単体）
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参考資料


